
２．JPMS30　鋼構造物用水性さび止めペイント　

　　（2016年 7月 14日制定）

３．JPMS31　鋼構造物用水性耐候性塗料

　　（2016年 7月 14日制定）

　この二つの規格は、水性の重防食塗料の性能に

関する規格です。VOC排出量削減への社会的な要

請や環境・安全問題への関心の高まりに応えるた

め、水性重防食塗料の普及を促す目的で本規格の

制定が行われました。

　この二つの JPMSも、すでに JAS公募制度に応募

しており、平成 30年４月の JIS制定を目指してい

ます。

　日本塗料工業会としましては、日本塗料検査協

会と連携をとりつつ、今後とも新しい塗料の普及

に必要とされる新しい規格づくりを推進してまい

りたいと考えています。

　日本塗料工業会では、今年に入３つの JPMS（日

本塗料工業会規格）を制定しました。いずれも JIS

（日本工業規格）化を目指す過程として制定したも

ので、すでに JIS化の準備を進めています。ここ

に以下に新しい３つの規格をご紹介いたします。

１．JPMS29　塗膜の熱性能 -熱流計測法による日

　　射吸収率の測定（2016年 4月 21日制定）

　この規格は、いわゆる高日射反射率塗料などの

遮熱塗料の熱性能に関する規格です。本誌 No.136

の巻頭言および試験方法シリーズに紹介されてい

るように、日射照射下において塗膜裏面に貫通し

ていく熱量を直接測定する試験方法であり、一般

財団法人　日本塗料検査協会と共同で装置から開

発をしてきたものです。塗膜を対象としたもので

は世界初となる試験方法であり、消費者に分かり

やすい性能表示基準や省エネルギー基準への組み

入れなどを通じ、需要拡大に貢献することが期待

されています。

　すでに JIS原案作成に関する公募（JSA公募制度）

に対する応募が採択され、原案作成委員会での審

議が開始されます。平成 29年９月の JIS制定を目

指しています。
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巻 頭 言

JPMS から JIS へ・・・新しい 3 つの塗料関連規格

　一般社団法人　日本塗料工業会

専務理事　米　原　洋　一




